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SU MM ARY  OF  EX EC UTI ON  AN D RE SU LTS
  予め崩壊粒子同時 測系の t u n i n g  を宇宙線で行っておく十分な余裕があったことに加えて、
測定器・ＳＫＳに殆ど問題が発生しなかったために、測定器全体の調整を最初の 4シフト程度で

行った後の全てのビームタイムを使用できた。その殆どをシンチレータを ac t i v e  な炭素標的と
した (π , K )ランに充てることができた。　上流 ( K 5 )で主に薄い p r o d u c t i o n  標的が使用されたため

に、スリットを絞り気味にして、ビーム上流の ch am b er  の s i n g l e  r a t e  を保ったままで、下流まで
強度のπ +ビームを引き出して使用することができた。

　実験の立ち上げ後のほぼ全期間 ( 3 3 . 6シフト )を、 1 2 C (π + , K + )反応の本データ収集に充てたほ
か、スペクトロメータの性能確認・調整に必要となる、 7 2 0 M eV / c  /  9 0 0 M eV / c  でのビーム素通し

ランを、サイクルの最初と最後に合 ２回収集した。

　また、サイクルの最後に 1シフト程度、空標的での (π + , K + )ランデータを収集した。これは、

崩壊粒子同時 測系で捕らえられる中性子のうち、ビーム上流にある最終段のビームカウンタ

ーからのバックグラウンドの寄与を見積もるのと同時に、そのビームカウンターを炭素標的で

あるとして 析してみてその (π + , K + )スペクトルの分 能を確認することによって、薄い標的の

極限での S K Sのエネルギー分 能の確認を行うのが目的である。

　先に行われた E 4 6 2の実験データの 析に平行して、収集したデータのオフライン 析も進行

中であり、既に、 S K Sのトラッキング側では、薄い標的では、 2 M eV ( F W H M )程度のエネルギー分
能と、 p r o p o sa l  で想定した通りの t r a c k i n g  e f f i c i e n c y  が実現されていることを確認済みである。

また、崩壊粒子同時 測系の性能確認も進行中であり、回路系の改善に伴って、中性子の T O F分
能が、 1 . 6倍程度 E 4 6 2に比 して改善されていることが確認されている。

EX EC UTE D MA CH INE  TI ME ,  BE AM  CO ND ITI ON ,  DO W N  TI ME  e t c .
　ビームの出ていた全期間を使用できた。実験測定器の調整 (主に立ち上げの 4シフト )やデータ
書き込み m e d i a  交換などのロスタイムを除いて実際にビームを用いてデータ収集を行った期間

は、 3 6 . 3シフト。  スペクトロメータのビーム素通しランや、崩壊粒子同時 測系の 正のため

のデータ収集時間を除いた、実際の (π + , K + )のデータ収集時間は 3 3 . 6シフトである。 いビーム

強度で実験可能であったので、π +の総入射数は、 1 . 0 6× 1 0 1 2  に達した。これは p r o p o sa l  の 5 3 %
である。

　 K 5が薄標的を使用したときの K 6での 子強度は 1 . 6× 1 0 1 2  / s p i l l。加速器に何回かに渡って、取
り出しの平滑化を依頼したが、ほぼ全期間 m i c r o s t r u c t u r e  のない良 のビームを使用可能だっ

た。

CO MM ENT S
　 P Sからの取り出しが、完全に m i c r o s t r u c t u r e  のない状態で行われたために、 1 0 M H z以上と 常

に限界に い状態で運転されている上流のビームチェンバーの実効的なレートを保ったまま

で、

昨年度 E 4 6 2での限界強度 3 . 6 Mπ + / sp i l l  を大きく上回る 4 . 8 Mπ + / sp i l l  の標的へのビーム入射を実
現できた。加速器側の不断の努力に特に感 したい。


